
学級活動学習指導案①
平成○○年○月○日（○） 第○校時

第３学年 指導者 ○○○○

１ 題 材 すごろくで、自分 さい発見 （２）－ア

２ 本単元にかかわるねらい
自他のよさをお互いに出し合い、日常生活に見られる「よさ」を幅広く見つめ直す。

３ 準備
教師：すごろく、サイコロ、４色のおはじき、

すごろく拡大図と説明のポイントカード、「よさ」について説明した用紙、
「生き生きノート」、「生き生きノート①」

４ 展開

児童の活動 時間 支援及び留意点 評価項目（方法）
１ ． 今 日 の め あ て を 伝 ２ ・すごろくの勝ち負けが大切なので
え、やり方を説明する。 はなく、自分のよさを見つけること

が大切であることを話す。

２ ． 担 任 の 場 合 の す ご ・すごろくの拡大図を使って、やり
ろ く を 見 て 、 や り 方 の ３ 方の説明を行う。
確認をする。 ・友だちのいいところを言うときに、

他の人と同じになってもよいことを
知らせる。

３ ． 前 半 の す ご ろ く を ・すごろくは「ひと休み」を入れた
行う。 前半と後半に分けて行う。

・日常生活での振り返り活動をスム
２５ ーズにするために、４人一グループ

の生活班とする。
・友だちのよさについて話すのは、
前 半 の 項 目 に 集 中 し て お き 、「 ひ と
休み」のときに、忘れないうちに記
録できるようにしておく。
・具体的に見えるものを授業中だけ
でなく、学校生活の様々な場面にお
いて考えるよう助言する。

４ ．「 ひ と 休 み 」 の と ・グループの人全員が「ひと休み」
き に 、「 生 き 生 き ノ ー に 来 た ら 、「 自 分 の い い と こ ろ に つ ○努力を要する児童への

ト 」 に 前 半 の す ご ろ く いて、みんなが言ってくれたこと」 手立て

のことを書く。 や「自分のいいところについて、思 友だちから言われ
ったこと」を「生き生きノート①」 たことをメモに書
に記入するよう促す。 くように促す。
・時間がなく書き込めなかった児童
については、後で書くことを知らせ
る。

５ ． 後 半 の す ご ろ く を ・全部の班が終わったことを確認し、
行う。 後半のすごろくを始める。



６ ． す ご ろ く の 感 想 を ・ す ご ろ く の 感 想 だ け で な く 、「 い
話す。 いところ」を言えたり、言われたり

したことの感想を押さえておく。

７ ．「 い い と こ ろ 」 を １０ ・「 一 番 に で き た こ と 」 や 「 上 手 に
発表する。 できること」だけにならないように、

精神的な「よさ」について、意図的
指名を行い、発表させる。
※今後の活動に生かせるよう、まと
めた内容を後日模造紙にまとめてお
く。

８ ．「 よ さ 」 に つ い て ・ 出 さ れ た 意 見 を も と に 、「 い い と
知り、課題意識をもつ。 ころ」を「よさ」という言葉に置き

換 え 、「 自 分 の よ さ 」 に つ い て 説 明 十分満足できると判断され

さ れ た 用 紙 を 掲 示 し 、「 よ さ 」 は 自 ている状況

分が自分のいいなあと思うところに ＜関・意・態＞
あることや一番にできることや上手 日常生活に見られ
にできることだけではないことを伝 る「よさ」をいろ

５ える。 いろ出している。
・「 生 き 生 き ノ ー ト 」 を 配 布 し 、 空 （ 観 察 、「 生 き 生
欄のページに「自分のよさ」につい きノート①」）
て書き込まれていくことを知らせ、
課題意識を持たせる。

９ ． 今 日 の 授 業 の 感 想
を書く。

５ 評価
自他のよさをお互いに出し合い、日常生活に見られる「よさ」を幅広く見つめ直せ

たか。



道徳学習指導案①
平成○○年○月○日（○） 第○校時

第３学年 指導者 ○○○○

１ 主題名 自分らしさ 【新学習指導要領 内容項目１ー（５）個性伸長】
（資料名）しょうぼうじどうしゃ じぷた

＜渡辺茂男 作 山本忠敬 絵 福音館書店＞

２ ねらい
「よさ」を発揮したときの気持ちを考え、「よさ」を発揮する心地よさに気付く。

３ 主題設定の理由
（１）ねらいとする価値

「よさ」というのは、他者との比較で感じられる「よさ」と優しさのように心で感
じる「よさ」がある。それらのよさが自分の中にあることが分かったとき、嬉しさや
誇らしさを感じることになるであろう。その自分のよさを大切にしようとする心情を
もつことは、子ども達がこれからの生活を自分らしく生きようとするときの大きな力
になると考える。

（２）資料について
本資料は、絵本として構成されている。主人公である小さな消防自動車が他と比べ

て見劣りがするため自信を失っているところへ山火事が起こる。主人公のよさである
小さいという機動性を生かし、消火活動を行い自信を取り戻すという内容である。主
人公の前向きな気持ちに共感させたい。

４準備
教 師：「生き生きノート②」、「しょうぼうじどうしゃ じぷた」の絵本、場面絵

ポイントカード
子ども：「生き生きノート」

５ 展開

学習活動（主な発問） 予想される児童の反応 時間 支援及び留意点
１ ． 最 近 、 ほ め ら れ た こ ・言 わ れ な く て も宿 題 が終 ・具体的な場面を出させ

と や そ の 時 の 気 持 ち に わっ て い る こ と を家 の 人に １０ るために、事前に「生き
ついて発表する。 ほめられた。 生きノート」に書かせて

・校 長 先 生 に 、 そう じ が丁 おく。
寧だねって言われた。 ・書かれている内容を予

め把握し、意図的支援に
役立てる。

２ ． 資 料 「 し ょ う ぼ う じ
ど う し ゃ じ ぷ た 」 を 聞 ・資料の読み聞かせは教
き、話し合う。 室の後方で行う。

・どんな主人公ですか。 ・古いジープの消防自動車
・はたらきもの
・小 さ い う ち が 火事 に なる ２５
と消す。

自分がとってもちっ ・は し ご 車 や 救 急車 は 自分 ・小さくても働き者の主
ぽけで、みにくく思 と比べてすごいなあ。 人公が周りと比べて、自
わ れ て 、 か な し く な ・自 分 は だ め だ なと 思 って 信を失っていく気持ちに
っ た の は 、 ど う し て いる。 気付くよう、切り返しの
でしょう。 ・み ん な が 言 っ てく れ ない 発問を行う。



から 、 だ め だ と 思っ て いる ・じぷたが悲しむ気持ち
じゃないのかな。 に共感させる。
・小さい火事は消せるけど、 ・自分の考えを「生き生
高い ビ ル や あ つ い火 を けし きノート」に書き、自分
たり で き な い か ら。 大 きな を見つめるための時間を
ことができないから。 充分とる。

・ 子 ど も 達 の 「 ち び っ こ ・ありがとう。
で も 、 す ご く せ い の う ・うれしいな。 ・『 じぷ た 』が 自 信を 取
が い い ん だ ぞ 」 と い う 言 ・山 火 事 が 起 き たら 、 次も り戻していく理由が「よ
葉 を 聞 い て 、『 じ ぷ た 』 頑張るぞ。 さ」とつながるように働
は ど ん な 言 葉 を 子 ど も 達 ・ぼ く の よ さ は 、山 火 事を きかける。
にかえすでしょう。 消せることだよ。

・よさを思い出したぞ。

３ ． 本 時 の 学 習 の ま と め ・自 分 の よ さ を 発揮 で きる ・「 自分 の よさ 」 につ い
る。 といいな。 １０ ても合わせてまとめるよ

う説明する。

４ ． 家 に 帰 り 、 今 日 の 学 ・家族に知らせよう。 ・「 生き 生 きノ ー ト」 を
習 内 容 を 家 族 に 話 し 、 話 持ち帰り、前時の内容も
し た 内 容 を 「 生 き 生 き ノ 一緒に話し合い、その内
ート」に書くことを知る。 容を「生き生きノート」

に書いてくることを知ら
せる。

６．評価
「よさ」を発揮したときの気持ちを考え、「よさ」を発揮する心地よさに気付いた

か。

７．板書計画
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道徳学習指導案②
平成○○年○月○日（○） 第○校時

第３学年 指導者 ○○○○

１ 主題名 友だちのよさ 【内容項目２ー（３）友情】
（資料名）ひと言 ＜自作資料＞

２ ねらい
よさを伸ばすためには、周りの人とのかかわりが大切だということに気付き、友だち

のよさを見つけ合い、伝え合おうとする意欲をもつ。

３ 主題設定の理由
（１）ねらいとする価値

児童の集団意識の高まりが見られ、自主性が増してくる時期である。いくつかの集
団に分かれ、気の合う仲間とそれ以外という分離が子ども達の意識の中に存在してく
る。そこで、相手を思いやるとともに相手のよさを見つけていこうとする心情を育て
ることは、よりよい人間関係の構築に必要なことであり、その中で「よさ」を感じる
機会が増えると考える。

（２）資料について
本資料は、自作の資料である。体育の時間の合同体育のサッカーで走ることが得意

なたかしが、意気揚々とゲームを楽しんでいたがオウンゴールをしてしまい、自信を
なくして意気消沈してしまう。後半のゲームが始まると、味方のゴールキーパーが負
傷してしまい、代わりのキーパーがなかなか決まらない。すると、同じクラスのよし
子さんが「小さいけど力があるわ。キーパーをやってみなさいよ。」と声をかけ、た
かしがやる気を出して、キーパーになり自信を取り戻していくという内容である。友
だちからの励ましで自分のよさに気付き、やりとげた主人公の気持ちに共感させたい。

３ 準備
教 師：「生き生きノート③」「生き生きノート～友だちからのプレゼント～」

ひと言を抜粋した用紙、付箋紙
子ども：「生き生きノート」

４ 展開

学習活動（主な発問） 予想される児童の反応 時間 支援及び留意点
１．家の人や友だち、先生 ・ す ご ろ く で、 や さし い と ・どんなときに言っても
から言われてうれしかった 言ってくれた。 １０ らったのか、気持ちと合
ことを発表する。 ・ 転 ん だ と き大 丈 夫と 声 を わせて発表させる。

かけてくれた。
２．資料「ひと言」を読ん
で、話し合う。

・軽く手を挙げ、走り出し ・今日こそ、勝つぞ。 ・自分のよさを生かして
たたかしさんは、どんなこ ・一点決めてやる。 ゲームに参加しようとす
とを考えたでしょう。 ・ 相 手 に 追 いつ か れな い よ るたかしの気持ちに気づ

うに走るぞ。 かせる。

２５
・いつものように走り出さ ・ ま た 、 失 敗す る のが こ わ ・失敗し、自信を失い、
ないたかしさんは、どんな いな。 やる気のでないたかしさ
ことを考えているのでしょ ・ 走 ら な い で、 味 方に パ ス んの気持ちに共感できる
う。 するだけにしよう。 よう助言する。



よし子さんとえがお ・よし子さん、ありがとう。 ・自分の考えを「生き生
で、顔を見合わせてい ・よし子さんのおかげだよ。 きノート」に書き、自分
るたかしさんは、どん ・ よ し 子 さ んは ぼ くの こ と を見つめるための時間を
なことを考えたでしょ ち ゃ ん と 見 てい て くれ た ん 充分とる。
う。 だうれしいな。

・ 今 度 は 、 よし 子 さん の よ
さをさがすよ。

３．今日の学習で分かった ・友だちのよさを見つけ
ことや思ったことを書く。 ることは、友だちがよさ

を伸ばすことの助けとな
ることを気付くよう助言

１０ する。

４．「い いとこさがし」に ・ 付 箋 紙 に たく さ ん書 い て ・「いいとこさがし週間」
ついて知る。 みよう。 では、生活の中で友だち

・ 休 み 時 間 にみ つ けて み よ のいいところが見つかっ
う。 たら、付箋紙に書いて自

分の「生き生きノート」
の袋の中に入れておき、
週２回の帰りの会に友だ
ち に 渡 す こ と を 知 ら せ
る。

５ 評価
よさを伸ばすためには、周りの人とのかかわりが大切だということに気付き、友だち

のよさを見つけ合おうとする意欲がもてたか。

６ 板書計画
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総合的な学習の時間学習指導案①
平成○○年○月○日（○） 第○校時

第３学年 指導者 ○○○○

１ 題 材 ○○小ウォークラリーをせいこうさせよう

２ 本単元にかかわるねらい
これまでに気付いたよさを生かして、ウォークラリーの役割分担をし、ウォークラ

リーをしようとする。

３ 準備
教 師：「生き生きノート④」、ウォークラリーの内容について書いた用紙、係の表、

学級活動の時間のまとめた掲示物、ふれあい集会の写真、
自分のめあての例文。

子ども：「生き生きノート」

４ 展開

児童の活動 時間 支援及び留意点 評価項目（方法）
１ ． ふ れ あ い 集 会 の 高 ・グループ分けを済ませ、班ごとに
学 年 の 様 子 や ２ 年 の 生 ５ 座っている。
活 科 の フ ェ ス テ ィ バ ル ・事前に２年生時のフェスティバル
の こ と を 想 起 し 、 発 表 について書かせておく。
する。 ・児童が思い出せるように高学年の

活躍場面の写真を用意しておく。
・自分達が楽しんで取り組めた理由
について触れる。

２ ． ウ ォ ー ク ラ リ ー の ・ウォークラリーについては、内容
内容を確認する。 が書かれた掲示物を用意する。

３ ． ２ 年 生 を 招 待 し 楽 ・共通の係（司会・親切）を例にし
し ま せ る た め の 係 に つ て、それぞれの係の活動内容と「よ
い て 話 し 合 い 、 役 割 分 さ」を関連させる。
担 を 決 め 、「 生 き 生 き ３０
ノート」に書く。 ・それぞれの得意分野が生かせるよ

うに、お互いに教え合いながら、話
し合いを進めるよう助言する。 ○努力を要する児童への

手立て

・「 自 分 の よ さ 」 に つ い て は 、 １ ０ 担任は、よさが生
／１４の学級活動の時間にまとめた かせる係を考えて
内 容 を 掲 示 す る と 共 に 、「 生 き 生 き おき、助言する。
ノート」を振り返るよう促す。

十分満足できると判断され

・主だった係について書かれた表を ている状況

掲示し、よさは感じているが生かし ＜思考・判断＞
方がわからない子に対して支援を行 自分のよさを考慮
う。また、よさがないと感じている した役割分担がで
子に対しては、前もって係を考えて きている。
おき知らせる。 （観察、

「 生 き 生 き ノ ー
・「こんな係があったらいいな。」と ト」）
いう考えをもとに、子どもたちに自
由に発想させ、係名も自分たちで考



えるよう知らせる。

・活動の計画を立てやすいよう、総
合的な学習の時間に行ったネイチャ
ーゲームを思い出すことを助言する。

４ ． 班 ご と に 決 ま っ た ・班の活動内容を知らせるとともに、
役割を発表する。 班員の役割を確認する。

５ ． ○ ○ 小 ウ ォ ー ク ラ １０ ・子どもたちが「よさ」に着目でき
リ ー に 向 け て 、 自 分 の るよう、例文を示す。
め あ て を 「 生 き 生 き ノ
ート」に書く。

６．次時について知る。

５ 評価
○○小ウォークラリーに向けて、小グループで話し合ったことで、班員それぞれの

よさを生かした役割分担を行い、ウォークラリーをしようとする意欲がもてたか。

６ 資料

主な係名

いいところ（よさ） 係名
やさしい しんせつがかり

大きな声 せつめいがかり
しかい

時間にせいかく 計時がかり
虫がすき 虫さがし
絵が上手 せつめいの絵

文を書く 説明文

本をたくさん読める 図書室で調べ
足が速い 材料集め



総合的な学習の時間学習指導案②
平成○○年○月○日（○） 第○校時

第３学年 指導者 ○○○○

１ 題 材 ○○小ウォークラリー

２ 本単元にかかわるねらい
ウォークラリーを行い、自分の役割を果たすとで、自分のよさを実感する。

３ 準備
教 師：「生き生きノート⑤」、ウォークラリーで使うもの
子ども：「生き生きノート」

４ 展開

児童の活動 時間 支援及び留意点 評価項目（方法）

学年の合同活動
１ ． 全 体 で 集 ま っ て 今 ・この後は、各グループに別れて活
日 の 学 習 の 流 れ を 確 認 １０ 動することを知らせるとともに、自
する。 分自身の役割について確認させる。

・時間の流れを確認するとともに、
安全面での配慮をはかるように助言
する。
・自分の行うことを明確にするため
に、「生き生きノート」に書いてあ
る役割分担表で自分の役割を確認す
るよう促す。

２ ． グ ル ー プ に 分 か れ ・各グループでは、自己紹介を行い
て ウ ォ ー ク ラ リ ー を 行 グループごとの本時の流れを確認さ
う。 せる。

５０ ・ 担 任 は 各 班 を 回 り な が ら 、「 自 分
のよさ」を出している子に対して声
かけを行う。

３ ． ウ ォ ー ク ラ リ ー に ・落ち着いてできるよう教室で行う。
ついての班で話し合う。

・ウォークラリー時の自分の活動と
それに対する感想を一緒に言わせる。

１５ ○努力を要する児童への

手立て

・「自分のよさ」や「友だちのよさ」 友だちから言われ
の成功体験を語り合う場となるよう た こ と を 思 い 出
に声かけをする。 し、ノートに書く

ように促す。

十分満足できると判断され

ている状況

＜知識・理解＞
４ ． 本 時 の 学 習 で 思 っ ・ ウ ォ ー ク ラ リ ー だ け で な く 、「 自 自分のよさを気付
た こ と や 考 え た こ と を 分のよさ」についての思いや考えを く。
書く。 ５ 「生き生きノート」に書くよう促す。 （観察、カード）



５ 評価
校庭を使ったウォークラリーを行い、２年生と交流しながら、自分の役割を果

たすことで、自分のよさを実感することができたか。



道徳学習指導案③
平成○○年○月○日（○） 第○校時

第３学年 指導者 ○○○○

１ 主題名 これからの自分 【新学習指導要領 内容項目１ー（５）個性伸長】
（資料名）各自の「生き生きノート」

２ ねらい
自分のよさを見つめ直し、これから自分のよさを伸ばしていことする意欲をもつ。

３．主題設定の理由
（１）ねらいとする価値

自分の「よさ」を発揮すると、他の人から喜ばれたり、心地よさを感じることをこ
れまでの活動から子どもたちは感じてきた。これからの自分が、「よさ」に気付き発
揮したり、大切にしたりすることは、生き生きとした生活を送るために必要なことで
あることが分かり、これからの自分について考えさせていく。

（２）資料について
ウォークラリーの体験及び２年生から手紙を資料を資料とする。この資料を使った

話し合いの中で、「よさ」を発揮できたことだけでなく、発揮できなかったことも取
り上げ、取り組もうとしたという気持ちやこの次もやってみようという考えをもつこ
とが大切であることに気付かせていく。「生き生きノート」の中には、児童の各々の
「よさ」が書き込まれており、それを振り返ることで、自分自身の成長を感じること
ができ、これからも自分の「よさ」を実践していこうとする意欲を育てていくことが
できると考える。

４ 準備
教 師：「生き生きノート⑥」、「３年○組のみんなのよさ」の書かれている用紙、

ゲストティーチャーの話のポイントカード
子ども：「生き生きノート」

５ 展開

学習活動（主な発問） 予想される児童の反応 時間 支援及び留意点
１ ． ウ ォ ー ク ラ リ ー に 招 ・「カモフラージュの説明 ・人に喜んでもらえた達
待 し た ２ 年 生 か ら 来 た 手 が 分 か っ た 。」 と 書 い て く １５ 成感について触れる。
紙を感想を発表する。 れたよ。うれしかったよ。

・「司会の声がはっきりと ・表記よりも内容につい
聞 こ え た 。」 と 書 い て あ っ て の 感 想 を 話 す よ う 促
たよ 。 自 分 も 頑 張っ た つも す。
りだ っ た か ら 、 うれ し かっ
たよ。

２ ． ウ ォ ー ク ラ リ ー を 振 ・自 分 た ち が が んば っ てや
り返る。 ったからではないか。

・ウ ォ ー ク ラ リ ーが 楽 しか
ったからではないか。 ・自分たちの行いが人を

◎２年生が喜んでくれ ・自 分 の 「 よ さ 」は 声 の大 喜ばせることになったこ
たのは、どうしてだろ きな と こ ろ だ と 思い ま す。 とに気付かせる。
う。 大き な 声 で ウ ォ ーク ラ リー ・「 よさ 」 のイ メ ージ を

の司会ができました。 し や すい よ うに 、「 生き
・あ ま り ２ 年 生 が来 な かっ 生きノート」から抽出し
たの で 、 説 明 が でき な かっ た 日 常 の 中 に 見 ら れ る
た。 「よさ」を一覧表にして
・こ の 次 も 司 会 をが ん ばり 掲示する。



ます。

３ ．「 よ さ 」 が 発 揮 で き ２５ ・取り組もうとしたとい
な か っ た 例 を あ げ て 、 考 う気持ちやこの次もやっ
える。 てみようという考えをも

つことが大切であること
に気付くよう助言する。

４ ． ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー ・○ ○ さ ん っ て 本を 読 むこ ・児童が内容を十分理解
の話を聞く。 とが 好 き だ っ た んだ 。 自分 できるよう、小さい頃か

と同じだ。 らのことをゆっくり順を
・自 分 の い い と ころ 生 かし 追って話していただく
て、 が ん ば っ て 取り 組 んで
いるなんてすごいな。 ・自分の考えをまとめる

と き の 参 考 に な る よ う
に、話した内容のポイン
トを黒板に板書する。

５ ． ４ 年 生 に な る 自 分 へ ・そ の こ ろ も 漢 字を 丁 寧に ・「生き生きノート」は、
の メ ッ セ ー ジ を 「 生 き 生 書いているかな。 4 年生になって振り返る
きノート」に書く。 ５ よ う に、「 心の ノ ート ３

・４年生」に挟み、次年
度に引き継ぐ。

６．評価
自分のよさを見つめ直し、これからの生活の中で自分のよさを発揮しようとする実

践意欲をもつことができたか。

７．板書計画
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８ 資料

３年○組のみんなのよさ

（学習） （生活）
・ か ん 字テ ス ト がよ か っ ・友だちとなかよくなれるところ
た。

・はじめての子でもすぐになかよしになるところ
・ 運 動 しん け い がい い と
ころ ・大きなこえがいい。

・字がていねいなところ ・元気なところ

・しんけんなところ ・おもしろいところ

・先生の言うことを聞く。・しんせつ・やさしい
○○をかしてくれた。

・ ち ゃ んと は っ ぴょ う し きゅう食のときおとしたものをあらってくれた。
ている。 かかりの仕事をてつだってくれた。

体育の時間「がんばれ」と言ってくれた。
・ い つ もは っ ぴ ょう し て そうじをてつだってくれた。
いる。 あそんでくれた。

先生のつくえを一人ではこんでいたら、てつだっ
・足がはやい。 てくれた。

わすれものをしたときかしてくれた。
落とし物をひろってくれた。
ほけん室につれて行ってくれた。
休み時間にいっしょに走ってくれる。
わからないところを教えてくれる。

・「ありがとう」がしっかり言える。

・帰りの会のときのよういがはやい。

・ママのりょうりをてつだうこと


